
「２０２５年日本国際博覧会」開催

未来へつなぐ日本の書～空・海・時を超えて～

大阪夢洲（ゆめしま）にて日本国際博覧会【４月１３日（日）～１０月１３日（月）】が

開催されています。

この会期中、公益社団法人日本書芸院、読売新聞社主催、日本書道文化協会特別協力のもと、

５月７日（水）～１１日（日）の間、「未来へつなぐ日本の書～空・海・時を超えて～」と題し

日本の伝統文化である、日本の書を世界のSHODOへ発信する催しが、EXPOメッセ「WASSE」

で行われます。

日本の代表作家展、書家による席上揮毫・篆刻会、大学生による書道パフォーマンス、

街なか書道体験、ワークショップ。その他、職人による筆・墨・硯・紙づくりの実演等充実した

内容となっています。

「日本の代表作家展」では日本を代表する書家たちによる大阪・関西万博のテーマにちなんだ現代

書道作品の展示をはじめ、次代を担う小学生～大学生の作品も展示されます。

その「日本の代表作家展」において、書道研究一輪 小田大拙代表の作品が展示されます。

記念すべき地元大阪での日本国際博覧会において代表の作品が展示されますことは誠に栄誉ある

ことです。師の活躍に講師一同、誇らしく嬉しい限りです。

日本を代表する書家の作品が一堂に集まる貴重なこの機会を楽しみにしております。

また、あらゆる国々の催しにも身近に触れ、人々と接することのできる国際博覧会、

「明るい未来」「世界平和」につながるよう願います。

書道研究一輪　講師一同






